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右の表を利用する。
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　右の表のようになるので，全員の運賃は，
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　 駅では 人が乗ったので，ア イ ウ

　　 駅では乗った人と降りた人の比が なので，エ オ ア より，

　　エ オ ④，ア ①とする。

　　 駅では，降りた人が乗った人より 人多くいたので，

　　　イ エ＝カ 　…【 】

　　 駅では 人が降りたので，

　　　ウ オ カ＝ 　…【 】

　【 】，【 】より，

　　イ ウ エ オ カ＝カ 　 　イ ウ エ オ＝

　この式と，ア イ ウ より，

　　 ア エ オ＝

　エ オ＝④，ア＝①なので，

　　 －①＋④＝

　　　③＝

　　　①＝

　よって， 駅から乗った人エ＋オは， 人
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　 のことを加えたものが右の表

　これに加えて， 駅では乗った人と降りた人の比が なので，

　　　カ イ＋エ

　よって，カ イ エ＝ とすると， の【 】より，

　　　 　 　 　 　

　 で降りた人は，イ エ なので， 人
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　また， 駅で降りた人のうち， 駅から乗った人は 駅から乗った人より

　 人多くいたので，

　　　イ

　より，

　　　ウ 人
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　条件から右の表のようになる。

　　　イ ウ

　また，イ，ウ，エ，オの人の分の運賃の合計は，

　　　 円

　●　イ とすると，ウ＝ ，エ＝ ，オ＝ となるので，

　　このときのイ，ウ，エ，オの人の分の運賃の合計は，

　　　　 円

　●　イ＝ とすると，ウ＝ ，エ＝ ，オ＝ となり，イ，ウ，エ，オの人の分の運賃の増減は，

　　　　 円

　よって，イを 増やすと，運賃は 円増加するので，

　　　　イ＝ 人


